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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成25年2月28日(2013.2.28)

【公開番号】特開2012-46808(P2012-46808A)
【公開日】平成24年3月8日(2012.3.8)
【年通号数】公開・登録公報2012-010
【出願番号】特願2010-191930(P2010-191930)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/08     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/58     (2006.01)
   Ｃ２１Ｄ   8/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０１Ｂ
   Ｃ２２Ｃ  38/08    　　　　
   Ｃ２２Ｃ  38/58    　　　　
   Ｃ２１Ｄ   8/02    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月16日(2013.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　質量％で、Ｃ：０．０２～０．０５％、Ｓｉ：０．３％以下、Ｍｎ：０．５～３％、Ｐ
：０．０１５％以下、Ｓ：０．００５％以下、Ｎｉ：０．５～５％、Ａｌ：０．０１～０
．０８％、Ｎ：０．００７％以下、Ｂ：０．０００３～０．００３％を含有し、残部Ｆｅ
および不可避的不純物からなる溶接部の低温靭性に優れる厚肉高張力鋼板。
【請求項２】
　鋼組成として、さらに、質量％で、Ｃｕ：０．５％以下、Ｍｏ：１％以下、Ｃｒ：３％
以下、Ｖ：０．２％以下、Ｎｂ：０．１％以下の中から選ばれる少なくとも１種または２
種以上を含有することを特徴とする請求項１記載の溶接部の低温靭性に優れる厚肉高張力
鋼板。
【請求項３】
　鋼組成として、さらに、質量％で、Ｃａ：０．０００５～０．００３％、ＲＥＭ：０．
０００３～０．００３％の中から選ばれる少なくとも１種または２種を含有することを特
徴とする請求項１または２に記載の溶接部の低温靭性に優れる厚肉高張力鋼板。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一つに記載の成分を含有する鋼素材に対して、Ａｃ3点～１
１５０℃の温度域にて熱間圧延を開始し、累積圧下率が５０％以上となるように熱間圧延
を行い所定の板厚とした後、Ａｒ3点以上の温度から、板厚中心部が３５０℃以下になる
まで急冷し、その後、焼戻すことを特徴とする溶接部の低温靭性に優れる厚肉高張力鋼板
の製造方法。
【請求項５】
　請求項１乃至３のいずれか一つに記載の成分を含有する鋼素材に対して、Ａｃ3点～１
１５０℃の温度域にて熱間圧延を開始し、累積圧下率が５０％以上となるように熱間圧延
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を行い所定の板厚とした後、放冷し、Ａｃ3点～１０００℃に再加熱を行い、板厚中心部
が３５０℃以下になるまで急冷し、その後、焼戻すことを特徴とする溶接部の低温靭性に
優れる厚肉高張力鋼板の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明者等は、母材成分組成が溶接熱影響部における島状マルテンサイトの性状と靭性
に及ぼす影響について鋭意検討し、母材中に含まれるＣ量を低減することで、１．島状マ
ルテンサイトの生成量を低下させ、２．島状マルテンサイトとマトリックスの間の硬度差
を小さくし、破壊起点になりにくくすることにより溶接熱影響部の靭性を向上させること
が可能であることを見出した。本発明は得られた知見を基に更に検討を加えてなされたも
ので、すなわち本発明は、
　１．質量％で、Ｃ：０．０２～０．０５％、Ｓｉ：０．３％以下、Ｍｎ：０．５～３％
、Ｐ：０．０１５％以下、Ｓ：０．００５％以下、Ｎｉ：０．５～５％、Ａｌ：０．０１
～０．０８％、Ｎ：０．００７％以下、Ｂ：０．０００３～０．００３％を含有し、残部
Ｆｅおよび不可避的不純物からなる溶接部の低温靭性に優れる厚肉高張力鋼板。
２．鋼組成として、さらに、質量％で、Ｃｕ：０．５％以下、Ｍｏ：１％以下、Ｃｒ：３
％以下、Ｖ：０．２％以下、Ｎｂ：０．１％以下の中から選ばれる少なくとも１種または
２種以上を含有することを特徴とする１記載の溶接部の低温靭性に優れる厚肉高張力鋼板
。
３．鋼組成として、さらに、質量％で、Ｃａ：０．０００５～０．００３％、ＲＥＭ：０
．０００３～０．００３％の中から選ばれる少なくとも１種または２種を含有することを
特徴とする１または２に記載の溶接部の低温靭性に優れる厚肉高張力鋼板。
４．１乃至３のいずれか一つに記載の成分を含有する鋼素材に対して、Ａｃ3点～１１５
０℃の温度域にて熱間圧延を開始し、累積圧下率が５０％以上となるように熱間圧延を行
い所定の板厚とした後、Ａｒ3点以上の温度から、板厚中心部が３５０℃以下になるまで
急冷し、その後、焼戻すことを特徴とする溶接部の低温靭性に優れる厚肉高張力鋼板の製
造方法。
５．１乃至３のいずれか一つに記載の成分を含有する鋼素材に対して、Ａｃ3点～１１５
０℃の温度域にて熱間圧延を開始し、累積圧下率が５０％以上となるように熱間圧延を行
い所定の板厚とした後、放冷し、Ａｃ3点～１０００℃に再加熱を行い、板厚中心部が３
５０℃以下になるまで急冷し、その後、焼戻すことを特徴とする溶接部の低温靭性に優れ
る厚肉高張力鋼板の製造方法。
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